
行政文書の管理における「歴史的緊急事態」の決定に伴う連絡会議 

概要 

 

日時 令和 2年 3月 19 日（木）17:15-17:35 

場所 中央合同庁舎４号館共用 220 会議室 

出席者 北村内閣府特命担当大臣、秋山独立公文書管理監、小林公文書監察室次

長、渡邉総括審議官、杉田公文書管理課長、吉田公文書管理課企画官 

    各府省庁等公文書監理官（参加名簿別添） 

議題 「歴史的緊急事態」に関連する文書の扱いについて 

議事概要 

 

冒頭、北村大臣より概要以下のとおり挨拶及び依頼を行った。 

 

北村大臣  

公文書管理を担当する北村誠吾です。よろしくお願い申し上げます。 

ご承知のとおり、先週３月 10 日の閣議での了解を得て、今般の新型コロナ

ウイルス感染症に係る事態は、その教訓が将来に生かされるものとして、行

政文書の管理に関するガイドラインに規定する「歴史的緊急事態」に該当す

るものと致しました。 

閣議の場で、私から、全ての大臣に対し、本事案に対応する会議等の記録を

始め、後世に本事案への対応の経緯や教訓を残していくため、適切に文書が

作成・保存されるよう、所属の職員への指導を徹底していただくことをお願

いしました。同様の依頼を、同じ日の夕方の「新型コロナウイルス感染症対

策本部」の場でも、全ての大臣にお伝えしました。 

今回の「歴史的緊急事態」の判断は、平成 24 年の制度創設以来、初めての

こととなります。したがって、皆様方の中には、具体的に何なのか、どのよう

にすればいいのかなど、ご不明な点もあるかと思われます。 

そのため、今般、お忙しい中かと存じますが、皆様方にこうしてお集まりい

ただいた次第です。ご質問などがありましたら、この後に質疑応答の時間を

とっていますので、御活用ください。 

これまでの国会審議では、安倍総理、菅官房長官、また、西村大臣は、公文

書管理の重要性を強く認識され、適切に、また検証可能なように、資料の作

成、保存を行っていく旨の答弁を繰り返しされています。残すべき公文書を

作成されるのが、各府省庁で重要な実務に携わっている職員一人ひとりです。

そして、本日お集まりいただいている公文書監理官、すなわち CRO、Chief 

Record Officer（チーフ・レコード・オフィサー）の皆様方が、各府省庁にお



ける行政文書管理の「実質責任者」として、公文書管理の主導的な役割を担

うことが期待されています。 

今般の事態に係る文書は、国家・社会として記録を共有すべき、歴史的に重

要なものです。関係する文書は、しっかりと保存、管理した上で、幅広く国立

公文書館に移管していただく措置をとっていただくようお願いします。 

国会での議論、また国民の間でも、公文書管理に対する関心は非常に高まっ

ています。歴史を作り、後世に残していく。皆様方は、その最前線にいるの

だ、という気概を持って、適切な文書作成、保存、管理をお願いする次第で

す。 

最後に改めて、公文書監理官の皆様におかれましては、今般の歴史的緊急事

態にあたり、ガイドラインに基づいた対応が遺漏なく、適切に行われるよう、

府省庁内の各部局をしっかり指導していただきたいと思います。 

公文書管理担当としても、必要な助言を行うなど、皆様方の取組を支援して

いきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（報道関係者退出） 

 

吉田企画官（司会） 

  北村大臣におかれては、続いてのご発言がございますでしょうか。 

 

北村大臣 

国会では、公文書管理の在り方について、熱心なやり取りがなされています。 

総理は、先週の３月９日の参議院予算委員会の場で、次のように述べていま

す。 

「担当省庁において、適切に、また検証可能なように文書を作成、保存して

いるものと認識しているが、今後、更なる徹底を指示する」。 

 また、官房長官も、３月２日の参議院予算委員会の場で、次のように述べ

ています。 

「連絡会議の記録は、今後事態への対処を進める中で、内閣官房において適

切に作成される。」 

さらに新型コロナウイルス感染症対策担当の西村大臣も、３月 17 日の参議

院予算委員会の場で、次のように述べています。 

「内閣官房が担当しております連絡会議、課長級会議、関係閣僚会議、対策

本部、幹事会、それから専門家会議、これらはいずれもしっかりと記録を残

したいと思っております。」 

このように、今回の事案に関する記録を残すことについては、総理はじめ、



各大臣が国会ではっきりとコミットされていることをお伝えします。 

 各府省庁の皆様におかれましては、国会、あるいは国民の公文書管理に関

する関心の高さを十分に踏まえ、後世の検証可能性を考慮した、しっかりと

した記録の作成、管理、保存をお願いします。 

 

（ご発言後、北村大臣退席） 

 

続いて、杉田公文書管理課長より、配布資料に基づいて、記録の作成、保存期

間満了時の移管の措置等について説明。 

 その後、質疑応答。（出席者より質問なく終了） 

 

以上 

 


